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「（仮称）常呂・能取風力発電事業環境影孵評価準備書」に係る知事意見

本事業は、 網走市及び北見市の約1,050haの対象事業実施区域に、 出力最大49,400kW (単機出力

4,000kW級、 全裔159m、 ローター 直径130mの風力発電機12基）の風力発電所を設罹する計画で

ある。

対象事業実施区域の周辺には住居が点在しており、 本事業の実施により騒音や風車の影による生

活環境への影響が懸念されるe また、 対象事業実施区域及びその周辺はガン類、 ハクチョウ類及び

海ワシ類の渡りの経路となっているほか、 当該区域の周辺ではオジロワシの営巣が複数箇所で確認

されており、 これら鳥類の渡りや繁殖等への著しい影縣が懸念される。 さらに、 当該区域及びその

周辺にはキンセイラン、サルメンエビネなどの重要な植物種や、 エ ゾイタヤー ミズナラ群落などの自

然度の高い植生が確認されており、 こうした重要な植物種及び重要な群落への影響が懸念される。

また、 対象事業実施区域の北部には海成段丘である常呂段丘が分布しているほか、 同区域の周辺

は、 オホ ー ツク海沿岸のサロマ湖、 能取湖、 網走湖等の湖沼群や周囲の砂丘、 丘陵などの風景を特

徴とする網走国定公園が広がる地域であり、 こうした優れた景観への影粋が懸念される。

以上を踏まえ、 本事業による環境影苦を確実に回避又は低減するため、 事業者は次に示す事項に

ついて真摯に対応すること C

1総括的事項

(1)準備書の不備について

本準備書では、 環境影響評価項目の選定や、 調査、 予測及び評価に当たっての考え方につい

て具体的な説明が不足しているなど、 準備書の妥当性を判断するにあたって必要な情報が十分

に示されていない事項があるほか、 図書に記載された調査・予測手法と実際に実施した内容が

異なっているなど、 多くの不整合な記述や誤記が見受けられ、 一般に分かりにくく、 信頼性の

低いものとなっている。 このため、準備書の記載内容を十分に精査の上、適正な内容に是正し、

評価書に反映させること。

(2)準備書における環境影聘評価の妥当性について

本準備書において事業者は、 環境影響評価項目のほぼ全般にわたり、 環境影膀は実行可能な

範囲内で回避又は低減が図られているものと評価している。

しかしながら、 2の個別的事項で示すとおり、 予測及び評価の科学的根拠が示されていない

項目や、 環境保全措置の検討が十分とはいえない項目が多数あり、 科学的根拠に基づく適切な

予測及び評価を行っていない項目については、 環境影愕を回避又は低減できるとする評価の妥

当性が確認できない内容となっており、 また、 環境保全措置が適切ではない項目については、

事業の実施により重大な環境影響が生ずるおそれがある。

このため、 複数の専門家等からの科学的知見の聴取を含め、 科学的根拠を示した上で予測及

び評価を行い、 その結果に基づき風車の配置を変更するなど、 重大な環境影響を回避又は低減

するための適切な環境保全措置を検討すること。 また、 その過程において、 重大な環境影響を

回避又は十分低減できない場合若しくは回避又は低減できることを裏付ける科学的根拠を示す

ことができない場合は、 確実に環境影聘を回避又は低減できるよう、 事業の規模を縮小するな

ど、 事業計画の見直しを行うことe なお、 環境保全措償の検討に当たっては、 環境影響の回避

又は低減のための措置を最優先とし代償措置を優先的に検討することがないようにすることC
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